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こ
ん
な
と
き
に
は
中
越
児
童
相
談
所
へ

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
と
き
は
、
中
越
児
童
相
談
所
（
〒

九
四
〇
長
岡
市
今
朝
白
町
二
丁
目
七

ー
三
五
　
8
0
二
五
八
ー
三
五
i
八

五
〇
〇
番
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
。

O
手
足
が
不
自
由

〇
三
歳
児
検
診
な
ど
で
専
門
機
関
に

相
談
す
る
よ
う
す
す
め
ら
れ
た
。

0
知
恵
が
遅
れ
て
い
る
。
発
達
が
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
嚢
、
鐘
へ
．
、
、

れ
て
い
る
。

○
保
育
所
や
幼
稚
園
で
み
ん
な
と
遊

べ
な
い
。

○
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
。

o
家
庭
の
事
情
で
こ
ど
も
が
育
て
ら

れ
な
い
。

○
盗
み
を
す
る
。
家
出
を
す
る
。

そ
の
他
、
こ
ど
も
の
育
て
方
や
し
つ

け
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
気

軽
に
．
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

8
月
6
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

伊
達
公
民
館
伊
達
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
土
市
四
、
新
宮
園

8
月
7
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

水
沢
出
張
所
太
田
島
㊦
、
土
市
一
、
二
、
三
、
五

8
月
8
日
働

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
0
時

当
間
冬
季
分
校

当
　
間

午
前
1
0
時
1
5
分

～
午
前
1
0
時
菊
分

大
石
冬
季
分
校
大
　
石

午
前
11
時

～
午
前
n
時
30
分

市
之
沢
冬
季
分
校

中
在
家
、
市
之
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

姿
　
公
　
民
　
館

姿
園
、
安
養
寺

8
月
n
日
㈲

庸
暴
翻

老
　
人
　
ホ
　
ー
　
ム

幸
町
、
老
人
ホ
ー
ム

午
前
10
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

馬
場
小
学
校
水
沢
園
、
馬
場
園

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

吉
田
出
張
所
小
泉
園
、
樽
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

稲
葉
、
山
谷

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

大　ビル●

1痕岡駅

●長岡タクシー ●信号

長崎屋●

東

●ニューロンビル　　　　　　　　　　　　　　信号●

ガ
i
ド

癖
溺幽

県

地
下
道

新潟日報杜

1δ年央病

一＝ 二＿，一　二　　『
　一　　　　　　　　　騨　　　　　　　｝

ニニr福島江＿二∫ 』＝一『＿

　●坂之止
　　小学校

●けさしろ荘

中越児童

相韻所

翻

新
潟

轡院
＝
…

大

在
宅
肢
体
不
自
由
児

（
継
魂
畷
膨
）
実
施

　
県
で
は
、
肢
体
不
自
由
児
に
対
し
、

医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
機
能
的
判

定
等
を
巡
回
に
よ
り
総
合
的
に
実
施

し
、
自
立
更
生
の
方
途
を
指
導
し
、

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
在
宅
肢
体
不
自
由

児
巡
回
指
導
検
診
、
療
育
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

期
日
　
九
月
十
八
日
困

会
場
　
十
日
町
保
健
所

申
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
四
）

申
込
み
期
限
　
八
月
三
十
日
出

…
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

㎜
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

…
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

㎜
1
0
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

｝
1
7
日
中
条
病
院
（
北
原
）

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番

㎝
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

…
2
4
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

…
31
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

…
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

聯

　
▼
七
月
三
十
一
日
困
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
　
中
条
島
の
一
部
、
中

町
の
一
部
、
背
戸
　
▼
八
月
七
日
困

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
中
平
の
一

部
▼
八
月
八
日
囲
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
小
黒
沢
　
▼
八
月
十
一

日
㈲
　
正
午
～
午
後
五
時
ま
で
　
焼

野
、
魚
之
田
川
、
慶
地
、
新
水
、
宇

田
ヶ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山
新
田
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
、
蕨
平
、

上
田
原
、
三
ツ
山
　
▼
八
月
十
二
日

㈹
午
前
八
時
～
午
後
二
時
ま
で
　
田

麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
池
沢
、
野
中
、

当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ
又

3
歳
児
検
診

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1
　歳
検6
　力
診月

児び育
に児

検4学
力級

診月並

事
業
名

　9
丞畳

　日

　8
芙月
＿12
　日

　8
宋月
）6
　日

　8
螺
　
日

　8
宋月
＿20
　日

期
日

～午後 ～午後 ～午後 ～午後 ～午後
受
付

2　1

時時
4　1

時時
　半

2　1
時時

2　1
時時

1　1

時時
半

時
間

青勤 十 青勤 青勤 十 △
少労 日 少労 少労 日 試

年
ホ
・

町
公

年
ホ

年
ホ

町
公

場

1
ム

民
館

1
ム

1
ム

民
館

名

生52
れ年
の3

れ～55

の4年
人月2

生52
れ年
の2

生54
れ年
の2

生55
れ年
の　4

対
象

人月 生月 人月 人月 人月 者

全 地田箇川十 参

区・・治日
新大・町

全 域 集
区

域 座井六・ 城

1歳6カ月児検診のみ検診通知書を送ります。 備

（アンケート用紙）

個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい。 考

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
結醐

　
　
舗

砺『8／25
　　　　　　　　　　　□58号□
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国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
重
な
る

改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
、
ま
す
ま
す
期

待
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
課
年
金
係
で
は
、
移
動

金
相
談
所
を
開
設
し
、
国
民
年
金
や
、

各
種
の
年
金
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
、
十
一
月
）
に
先
だ
ち
、
長
岡
社

会
保
険
事
務
所
と
共
催
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。
国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
か

た
は
気
軽
に
近
く
の
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
二
日
（
火
）

　
　
　
　
　
賓
月

　
　
　
九
月
一
日

午
後
三
時
～
七
時

の
市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
の

ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
会
場
で

は
、
当
日
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て

い
る
方
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま
す
の

で
未
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
金
持

参
の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
無
年
金
者
の
訪

問
徴
収
も
行
い
ま
す
。

　
※
　
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
所

の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
早
め
に
市
民
生
活
課
年

金
係
（
暦
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
人
は

　
　
　
　
ぜ
ひ
相
談
に

●
現
在
、
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入

し
て
い
な
い
人

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
り
し
て
資
格
期
間
が
足
り

る
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
人

●
年
金
手
帳
が
な
い
人

●
そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人

　
相
談
に
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職

歴
の
メ
モ
（
会
社
名
、
従
事
年
月
目

を
具
体
的
に
書
い
た
も
の
）

参
K
だ
さ
い
。

毎
漏

を
ご
持

日

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

営
業
者
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
わ
が

国
で
一
番
大
き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
内
容
や
、

加
入
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

年
金
係
で
は
、
窓
口
相
談
の
ほ
か
毎

月
十
五
日
を
定
例
相
談
日
に
し
て
い

ま
す
。
移
動
相
談
所
に
行
け
な
い
か

た
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皇
蓼
β

　
　
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
吉
田
・
北
鐙
坂
）

　
　
　
第
二
回
移
動
市
民
と
語
る
日
は
、

　
　
北
鐙
坂
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

　
　
い
ま
す
．
地
域
の
課
題
や
、
日
頃
考

　
　
え
て
い
る
ご
意
見
を
気
軽
に
お
聞
か

　
　
せ
く
だ
さ
い
。
（
十
月
一
日
の
会
場
は

　
　
市
役
所
で
す
）

移
動
年
金
目ホ

言炎

所

9
日
月
0
ゾ
R
H

　
（
火
）

　9
釜月
＿5
　日

　9
宋月
＿4
　日

　9
宋月
＿3
　目

　9
灸月
＿　2
　日

期
目

～午

午前

前9

1塒

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午後

後1

2時

時
半

～午

午前

前9

10時

時
半

～午

午前

後1

3時

時
時
間

西老

ッ人

宮い

荘こ

）
い
の
家

一
セ
ン
タ
ー

ニ
ツ
屋
公
民
館

野
中
小
学
校

水
沢
出
張
所

城
之
古
消
費
組
合

川
治
集
落
セ
ン
タ
1

中
条
公
民
館

大
井
田
公
民
館

市
役
所
市
民
相
談
室

会
場

※9月2日の市役所会場では、長岡社

会保険事務所と共催で、厚生年金の相

談にもお答えします。

備
考
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一8月11日一日一1一9月
　
庭
球
関
係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
、
城
ケ
丘
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
完
成
し
、
十
一
日
午
後
七
時
か
ら
関
係
者

百
五
十
人
が
参
加
し
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
硬
式
、
軟
式
合
わ
せ
て
八
百
人
近
い
愛
好
者
が
お

り
、
昨
年
一
年
間
で
延
べ
一
万
一
千
人
が
河
川
敷
と
城
ケ
丘
の
市

営
コ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
両
コ
ー
ト
と
も
ナ

イ
タ
ー
施
設
が
な
く
、
施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ナ
イ
タ
；
施
設
は
、
総
工
費
五
百
二
十
万
円
で
七
月
着
工
し
、

四
基
の
照
明
塔
と
フ
ェ
ン
ス
の
張
り
替
え
工
事
を
行
い
、
コ
ー
ト

の
明
る
さ
は
、
平
均
三
百
六
十
七
鴛
で
す
．

　
同
コ
ー
ト
の
使
用
申
し
込
み
は
、
一
面
に
つ
き
一
グ
ル
ー
プ
で

最
低
四
人
以
上
と
し
、
一
週
間
前
に
市
民
体
育
館
（
溶
七
－
五
二

〇
八
番
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
、
今
年
は
試
用
期
間

で
す
の
で
無
料
で
す
。

　
市
で
は
、
吉
田
北
鐙
坂
に
、
農
業
者
と
工
業
従
事
者
の
各
種
の

技
術
研
修
と
、
教
養
、
娯
楽
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
「
就
業
改
善
セ
ン
タ
i
」
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
九
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
、
昨
年
七
月
に
着
工
さ
れ
、
鉄
筋
二
階
建
、
延
六

百
八
十
平
方
材
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
一
階
は
技
術
研
修
室
、
資

料
談
話
室
、
教
養
娯
楽
室
の
ほ
か
浴
室
も
備
え
、
二
階
に
は
、
各

種
研
修
の
た
め
の
研
修
室
、
相
談
室
、
生
活
改
善
実
習
室
が
あ
り
、

特
に
資
料
談
話
室
に
は
、
進
出
企
業
の
製
品
な
ど
も
陳
列
し
、
利

用
者
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
各
種
会
議
、
料
理
講
習
な
ど
に
も
活
発
な
利
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
希
望
の
か
た
は
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
（
盈
二
－
二
八
七

四
番
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

．襯講絹1晦妻灘習をi裏撫講・

　市蒲防団の秋季消防演習がつぎの日程

で実施されます。当日は、サイレン》半

鐘を鳴らしますのでお知らせします。

地　　　　　区 日　　時 場　　所

六　箇
（第8分団〉

9月7日
午前8：00～

六箇小学校

下　条
（第13、14分団〉

9月7日
午前8：30～

下条小、中

グラウンド

水　沢
（第15、16、17分団）

9月7日
午前8：30～

水沢小学校

十日町、川治
十日町山地
（警、本、第1、2、

3、4、10分団）

10月5日

午後0：00～
会場未定

中　条

（第5、6、7分団〉
10月19日

時間未定
飛一小学校

吉　田
（第11、12分団）

10月19日
午前8：30～

吉田中学校

ご
み
焼
却
場
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
昭
和
四
十
二
年
建
設
の
古
い
焼
却

炉
が
老
朽
化
し
、
九
月
一
日
（
月
）

～
十
月
十
日
（
金
）
ま
で
修
理
す
る

た
め
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
は
、
①
家

の
取
り
こ
わ
し
な
ど
に
よ
る
家
屋
廃

材
、
②
タ
タ
ミ
、
タ
ン
ス
、
机
な
ど

の
大
型
の
ご
み
、
③
立
木
の
枝
落
し

な
ど
に
よ
る
長
い
も
の
の
処
理
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、

自
己
処
分
す
る
か
家
屋
廃
材
に
つ
い

て
は
、
建
設
省
の
許
可
を
得
て
く
だ

さ
い
。
な
お
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
す
る

場
合
に
は
、
一
材
位
に
切
っ
て
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
セ
ン
タ

i
（
E
二
ー
三
九
二
四
番
）
へ
。

盈　
ダ
イ
ヤ
ル
は

　
　
　
メ
モ
を
見
て
正
確
に

　
全
国
的
に
、
電
話
番
号
の
う
ろ
お

ぼ
え
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
ル
誤
り
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
十
日
町
地
域
で
は
、

ダ
イ
ヤ
ル
を
し
て
相
手
に
つ
な
が
ら

な
い
回
数
が
市
内
通
話
で
千
回
に
二

百
五
十
回
、
市
外
通
話
で
千
回
に
三

百
回
も
あ
り
ま
す
。
県
の
平
均
が
二

百
三
十
回
と
二
百
六
十
回
で
す
か
ら

随
分
多
い
数
字
で
す
。

　
費
用
や
時
間
の
ム
ダ
を
な
く
す
た

め
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
メ
モ
を
見
な
が

ら
正
確
に
廻
し
ま
し
ょ
う
。
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1
下
水
道
課
か
ら
お
願
い
ー

　
快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
下
水
道
事
業
が
始
め
ら
れ

昭
和
五
十
八
年
度
供
用
開
始
を
メ
ド

に
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
ど
、
下
水
道
課
で
は
、
管

渠
の
実
施
設
計
の
た
め
の
測
量
等
の

業
務
を
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

　
こ
の
業
務
は
、
該
当
区
域
内
の
管

渠
布
設
位
置
の
測
量
及
び
各
戸
の
汚

水
排
水
の
状
況
、
水
道
管
、
電
話
ケ

ー
ブ
ル
な
ど
の
地
下
埋
設
物
を
あ
ら

交
通
事
故
相
談
は
…
…

自
動
車
保
険

　
　
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

　
自
動
車
事
故
の
激
増
に
と
も
な
い

被
害
者
の
救
済
は
社
会
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
、
交
通
事
故
の
相
談

と
、
日
常
保
険
に
な
じ
み
の
少
な
い

人
に
、
保
険
の
し
く
み
、
保
険
請
求

の
手
続
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て

か
じ
め
調
査
す
る
も
の
で
、
区
域
の

皆
さ
ん
の
土
地
に
立
入
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
尋
ね
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

期
間
　
八
月
二
十
五
日
～
十
一
月
三

十
日

委
託
業
者
と
対
象
区
域

十
日
町
測
量
－
…
駅
通
り
、
昭
和
町

四
、
本
町
四

宮
内
測
量
…
：
本
町
一
ノ
上
、
本
町

一
ノ
下
、
本
町
二
、
本
町
三

い
ま
す
。
弁
護
士
の
相
談
目
も
あ
り

ま
す
。

場
所
　
新
潟
市
本
町
通
り
七
－
一
〇

八
二
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五

階
、
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
奮
〇
二
五
二
－
二
五
－
一

八
五
一
番
）

時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
ま

で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
、
午

後
一
時
～
四
時

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

共
和
設
計
－
…
本
町
五
、
本
町
六
ノ

一
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
、
田
中
町

西
、
学
校
町
一
、
川
原
町
、
諏
訪
町

神
明
町五

十
五
年
国
勢
調
査

新
潟
県
人
ロ

　
　
予
想
懸
賞
募
集

　
県
で
は
、
十
月
一
日
実
施
の
国
勢

調
査
新
潟
県
予
想
人
口
を
、
次
の
要

領
で
懸
賞
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
人
。

応
募
方
法
　
ω
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い
、

一
枚
に
一
点
の
み
記
入
。

ω
数
字
は
、
算
用
数
字
で
は
っ
き
り
。

⑥
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
（
児
童
、
生
徒
、
学
生
は
所
属
学

校
と
学
年
）
を
明
記
。

倒
応
募
点
数
は
制
限
し
な
い
。

あ
て
先
　
〒
九
五
一
新
潟
市
学
校
町

通
一
番
町
六
〇
二
番
地
、
新
潟
県
企

画
調
整
部
統
計
課
。

締
切
り
　
十
月
一
日
（
消
印
有
効
）

賞
金
及
び
賞
品
　
一
等
賞
、
三
万
円

（
一
人
）
　
二
等
賞
　
一
万
円
（
二
人
）

残
念
賞
　
記
念
品
（
若
干
人
）
ー
参

考
i
四
十
五
年
国
勢
調
査
人
口
、

二
、
三
六
〇
、
九
八
二
人
。
五
十
年
人
口
、

二
、
三
九
一
、
九
三
八
人
、
五
十
四
年

推
計
人
口
、
二
、
四
三
六
、
一
一
〇
人
。

自
勢
調
査
の
は
な
し

ふ
だ
ん
と
は
三
カ
月

　
国
勢
調
査
で
は
、
大
正
九
年
の
調

査
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調
査
』

ま
で
は
、
そ
の
人
が
十
月
一
日
午
前

零
時
に
い
た
場
所
（
現
在
地
）
で
調

査
し
て
き
ま
し
た
。
』

　
こ
の
方
式
に
よ
り
ま
す
と
、
た
と

え
ば
、
A
市
に
住
ま
い
の
あ
る
人
が

た
ま
た
求
十
肩
一
日
を
は
さ
ん
で
二
・

三
日
3
市
に
旅
行
し
て
い
た
場
合
で

も
B
市
で
調
査
さ
れ
て
、
そ
の
市
の

人
口
に
数
え
ら
れ
A
市
の
人
P
に
は

数
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
勢
調
査
の
結
果
が
、

地
方
議
会
の
議
員
定
数
の
決
定
や
地
．

方
交
付
税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
り
、

地
方
自
治
体
が
住
昆
に
対
ず
る
い
ろ
・

い
ろ
の
行
政
を
進
め
て
“
く
た
め
の

資
料
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
．
か

ら
す
る
と
、
こ
の
例
の
よ
う
な
人
は

た
ま
た
ま
旅
行
中
で
あ
っ
た
B
市
の

人
口
に
数
え
る
よ
り
は
、
A
市
の
人

口
に
数
え
る
ほ
う
が
利
用
の
目
的
に

も
沿
う
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
五
年
の
調
査

か
ら
、
従
来
の
、
現
在
地
方
式
を
改
め

て
、
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん
で
・
い
る

場
所
（
常
住
地
）
噂
調
査
す
る
常
住

地
方
式
に
切
り
替
え
た
が
け
で
す
。

し
か
し
、
一
口
に
㍊
ふ
だ
ゐ
住
ん
で

い
る
場
所
」
と
い
っ
て
も
、
長
期
間

自
宅
を
離
れ
て
い
る
よ
う
な
人
砂
場

合
は
、
そ
の
判
断
に
迷
う
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
そ
の
場
合
、
F
個
々
人
が
そ
、

の
判
断
で
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所

を
決
め
た
の
で
は
、
正
確
な
調
査
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
国
勢
調
査
で
は
、
十
月
二

日
現
在
、
す
で
絃
叢
カ
月
以
上
住
ん

で
い
る
か
、
十
月
輔
日
前
後
を
通
じ

で
三
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
駈
を
「
ふ
だ
ん
往

ん
で
い
る
場
筋
』
ど
決
め
畷
お
勢
．
、

．
こ
れ
に
、
寄
宿
舎
、
下
宿
か
蔭
瀬
学

し
て
い
る
学
生
辱
生
徒
、
入
鰻
盤
署
一

や
決
ま
っ
た
住
ま
い
が
な
い
羨
な
ど

に
つ
い
で
若
干
㊧
特
例
を
設
纏
で
い

ま
す
。

　
こ
の
「
ξ
カ
月
』
は
、
松
壌
選
挙
，

法
で
選
挙
権
が
得
ら
れ
る
資
格
要
件

の
綿
ゑ
に
三
力
錫
以
上
市
町
村
に
住

藤
を
有
す
る
こ
と
ど
い
う
要
件
が
あ

　
　
　
　
　
ゆ

る
こ
と
と
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
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一8月11日一日一1一9月
　
庭
球
関
係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
、
城
ケ
丘
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
完
成
し
、
十
一
日
午
後
七
時
か
ら
関
係
者

百
五
十
人
が
参
加
し
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
硬
式
、
軟
式
合
わ
せ
て
八
百
人
近
い
愛
好
者
が
お

り
、
昨
年
一
年
間
で
延
べ
一
万
一
千
人
が
河
川
敷
と
城
ケ
丘
の
市

営
コ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
両
コ
ー
ト
と
も
ナ

イ
タ
ー
施
設
が
な
く
、
施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ナ
イ
タ
；
施
設
は
、
総
工
費
五
百
二
十
万
円
で
七
月
着
工
し
、

四
基
の
照
明
塔
と
フ
ェ
ン
ス
の
張
り
替
え
工
事
を
行
い
、
コ
ー
ト

の
明
る
さ
は
、
平
均
三
百
六
十
七
鴛
で
す
．

　
同
コ
ー
ト
の
使
用
申
し
込
み
は
、
一
面
に
つ
き
一
グ
ル
ー
プ
で

最
低
四
人
以
上
と
し
、
一
週
間
前
に
市
民
体
育
館
（
溶
七
－
五
二

〇
八
番
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
、
今
年
は
試
用
期
間

で
す
の
で
無
料
で
す
。

　
市
で
は
、
吉
田
北
鐙
坂
に
、
農
業
者
と
工
業
従
事
者
の
各
種
の

技
術
研
修
と
、
教
養
、
娯
楽
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
「
就
業
改
善
セ
ン
タ
i
」
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
九
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
、
昨
年
七
月
に
着
工
さ
れ
、
鉄
筋
二
階
建
、
延
六

百
八
十
平
方
材
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
一
階
は
技
術
研
修
室
、
資

料
談
話
室
、
教
養
娯
楽
室
の
ほ
か
浴
室
も
備
え
、
二
階
に
は
、
各

種
研
修
の
た
め
の
研
修
室
、
相
談
室
、
生
活
改
善
実
習
室
が
あ
り
、

特
に
資
料
談
話
室
に
は
、
進
出
企
業
の
製
品
な
ど
も
陳
列
し
、
利

用
者
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
各
種
会
議
、
料
理
講
習
な
ど
に
も
活
発
な
利
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
希
望
の
か
た
は
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
（
盈
二
－
二
八
七

四
番
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

．襯講絹1晦妻灘習をi裏撫講・

　市蒲防団の秋季消防演習がつぎの日程

で実施されます。当日は、サイレン》半

鐘を鳴らしますのでお知らせします。

地　　　　　区 日　　時 場　　所

六　箇
（第8分団〉

9月7日
午前8：00～

六箇小学校

下　条
（第13、14分団〉

9月7日
午前8：30～

下条小、中

グラウンド

水　沢
（第15、16、17分団）

9月7日
午前8：30～

水沢小学校

十日町、川治
十日町山地
（警、本、第1、2、

3、4、10分団）

10月5日

午後0：00～
会場未定

中　条

（第5、6、7分団〉
10月19日

時間未定
飛一小学校

吉　田
（第11、12分団）

10月19日
午前8：30～

吉田中学校

ご
み
焼
却
場
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
昭
和
四
十
二
年
建
設
の
古
い
焼
却

炉
が
老
朽
化
し
、
九
月
一
日
（
月
）

～
十
月
十
日
（
金
）
ま
で
修
理
す
る

た
め
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
は
、
①
家

の
取
り
こ
わ
し
な
ど
に
よ
る
家
屋
廃

材
、
②
タ
タ
ミ
、
タ
ン
ス
、
机
な
ど

の
大
型
の
ご
み
、
③
立
木
の
枝
落
し

な
ど
に
よ
る
長
い
も
の
の
処
理
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
、

自
己
処
分
す
る
か
家
屋
廃
材
に
つ
い

て
は
、
建
設
省
の
許
可
を
得
て
く
だ

さ
い
。
な
お
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
す
る

場
合
に
は
、
一
材
位
に
切
っ
て
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
セ
ン
タ

i
（
E
二
ー
三
九
二
四
番
）
へ
。

盈　
ダ
イ
ヤ
ル
は

　
　
　
メ
モ
を
見
て
正
確
に

　
全
国
的
に
、
電
話
番
号
の
う
ろ
お

ぼ
え
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
ル
誤
り
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
十
日
町
地
域
で
は
、

ダ
イ
ヤ
ル
を
し
て
相
手
に
つ
な
が
ら

な
い
回
数
が
市
内
通
話
で
千
回
に
二

百
五
十
回
、
市
外
通
話
で
千
回
に
三

百
回
も
あ
り
ま
す
。
県
の
平
均
が
二

百
三
十
回
と
二
百
六
十
回
で
す
か
ら

随
分
多
い
数
字
で
す
。

　
費
用
や
時
間
の
ム
ダ
を
な
く
す
た

め
、
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
メ
モ
を
見
な
が

ら
正
確
に
廻
し
ま
し
ょ
う
。
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1
下
水
道
課
か
ら
お
願
い
ー

　
快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
下
水
道
事
業
が
始
め
ら
れ

昭
和
五
十
八
年
度
供
用
開
始
を
メ
ド

に
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
ど
、
下
水
道
課
で
は
、
管

渠
の
実
施
設
計
の
た
め
の
測
量
等
の

業
務
を
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

　
こ
の
業
務
は
、
該
当
区
域
内
の
管

渠
布
設
位
置
の
測
量
及
び
各
戸
の
汚

水
排
水
の
状
況
、
水
道
管
、
電
話
ケ

ー
ブ
ル
な
ど
の
地
下
埋
設
物
を
あ
ら

交
通
事
故
相
談
は
…
…

自
動
車
保
険

　
　
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

　
自
動
車
事
故
の
激
増
に
と
も
な
い

被
害
者
の
救
済
は
社
会
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
、
交
通
事
故
の
相
談

と
、
日
常
保
険
に
な
じ
み
の
少
な
い

人
に
、
保
険
の
し
く
み
、
保
険
請
求

の
手
続
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て

か
じ
め
調
査
す
る
も
の
で
、
区
域
の

皆
さ
ん
の
土
地
に
立
入
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
尋
ね
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

期
間
　
八
月
二
十
五
日
～
十
一
月
三

十
日

委
託
業
者
と
対
象
区
域

十
日
町
測
量
－
…
駅
通
り
、
昭
和
町

四
、
本
町
四

宮
内
測
量
…
：
本
町
一
ノ
上
、
本
町

一
ノ
下
、
本
町
二
、
本
町
三

い
ま
す
。
弁
護
士
の
相
談
目
も
あ
り

ま
す
。

場
所
　
新
潟
市
本
町
通
り
七
－
一
〇

八
二
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五

階
、
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
奮
〇
二
五
二
－
二
五
－
一

八
五
一
番
）

時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
ま

で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
、
午

後
一
時
～
四
時

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

共
和
設
計
－
…
本
町
五
、
本
町
六
ノ

一
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
、
田
中
町

西
、
学
校
町
一
、
川
原
町
、
諏
訪
町

神
明
町五

十
五
年
国
勢
調
査

新
潟
県
人
ロ

　
　
予
想
懸
賞
募
集

　
県
で
は
、
十
月
一
日
実
施
の
国
勢

調
査
新
潟
県
予
想
人
口
を
、
次
の
要

領
で
懸
賞
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
人
。

応
募
方
法
　
ω
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い
、

一
枚
に
一
点
の
み
記
入
。

ω
数
字
は
、
算
用
数
字
で
は
っ
き
り
。

⑥
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
（
児
童
、
生
徒
、
学
生
は
所
属
学

校
と
学
年
）
を
明
記
。

倒
応
募
点
数
は
制
限
し
な
い
。

あ
て
先
　
〒
九
五
一
新
潟
市
学
校
町

通
一
番
町
六
〇
二
番
地
、
新
潟
県
企

画
調
整
部
統
計
課
。

締
切
り
　
十
月
一
日
（
消
印
有
効
）

賞
金
及
び
賞
品
　
一
等
賞
、
三
万
円

（
一
人
）
　
二
等
賞
　
一
万
円
（
二
人
）

残
念
賞
　
記
念
品
（
若
干
人
）
ー
参

考
i
四
十
五
年
国
勢
調
査
人
口
、

二
、
三
六
〇
、
九
八
二
人
。
五
十
年
人
口
、

二
、
三
九
一
、
九
三
八
人
、
五
十
四
年

推
計
人
口
、
二
、
四
三
六
、
一
一
〇
人
。

自
勢
調
査
の
は
な
し

ふ
だ
ん
と
は
三
カ
月

　
国
勢
調
査
で
は
、
大
正
九
年
の
調

査
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調
査
』

ま
で
は
、
そ
の
人
が
十
月
一
日
午
前

零
時
に
い
た
場
所
（
現
在
地
）
で
調

査
し
て
き
ま
し
た
。
』

　
こ
の
方
式
に
よ
り
ま
す
と
、
た
と

え
ば
、
A
市
に
住
ま
い
の
あ
る
人
が

た
ま
た
求
十
肩
一
日
を
は
さ
ん
で
二
・

三
日
3
市
に
旅
行
し
て
い
た
場
合
で

も
B
市
で
調
査
さ
れ
て
、
そ
の
市
の

人
口
に
数
え
ら
れ
A
市
の
人
P
に
は

数
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
勢
調
査
の
結
果
が
、

地
方
議
会
の
議
員
定
数
の
決
定
や
地
．

方
交
付
税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
り
、

地
方
自
治
体
が
住
昆
に
対
ず
る
い
ろ
・

い
ろ
の
行
政
を
進
め
て
“
く
た
め
の

資
料
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
．
か

ら
す
る
と
、
こ
の
例
の
よ
う
な
人
は

た
ま
た
ま
旅
行
中
で
あ
っ
た
B
市
の

人
口
に
数
え
る
よ
り
は
、
A
市
の
人

口
に
数
え
る
ほ
う
が
利
用
の
目
的
に

も
沿
う
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
五
年
の
調
査

か
ら
、
従
来
の
、
現
在
地
方
式
を
改
め

て
、
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん
で
・
い
る

場
所
（
常
住
地
）
噂
調
査
す
る
常
住

地
方
式
に
切
り
替
え
た
が
け
で
す
。

し
か
し
、
一
口
に
㍊
ふ
だ
ゐ
住
ん
で

い
る
場
所
」
と
い
っ
て
も
、
長
期
間

自
宅
を
離
れ
て
い
る
よ
う
な
人
砂
場

合
は
、
そ
の
判
断
に
迷
う
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
そ
の
場
合
、
F
個
々
人
が
そ
、

の
判
断
で
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所

を
決
め
た
の
で
は
、
正
確
な
調
査
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
国
勢
調
査
で
は
、
十
月
二

日
現
在
、
す
で
絃
叢
カ
月
以
上
住
ん

で
い
る
か
、
十
月
輔
日
前
後
を
通
じ

で
三
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
駈
を
「
ふ
だ
ん
往

ん
で
い
る
場
筋
』
ど
決
め
畷
お
勢
．
、

．
こ
れ
に
、
寄
宿
舎
、
下
宿
か
蔭
瀬
学

し
て
い
る
学
生
辱
生
徒
、
入
鰻
盤
署
一

や
決
ま
っ
た
住
ま
い
が
な
い
羨
な
ど

に
つ
い
で
若
干
㊧
特
例
を
設
纏
で
い

ま
す
。

　
こ
の
「
ξ
カ
月
』
は
、
松
壌
選
挙
，

法
で
選
挙
権
が
得
ら
れ
る
資
格
要
件

の
綿
ゑ
に
三
力
錫
以
上
市
町
村
に
住

藤
を
有
す
る
こ
と
ど
い
う
要
件
が
あ

　
　
　
　
　
ゆ

る
こ
と
と
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。



筋
O
、
、

1（第3種郵便物認可）昭和55年8月25日”1”II”II””“”1””1””1”””II“1“”1と・お・ガ夢3お」ロ5ぜ」阪1”1“”ll”“1”””llll（4）

ー
身
障
者
療
護
施
設
ー

「
み
の
わ
の
里
」
入
所
者
募
集

　
昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
善
意
の

募
金
を
お
願
い
し
た
身
障
者
療
護
施

設
「
み
の
わ
の
里
」
が
、
来
年
度
に

越
路
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
入
所
対
象
者
の
範
囲
は
次
の
通
り

で
す
。
入
所
希
望
す
る
方
、
又
ば
そ
の

保
護
者
は
、
九
月
二
十
日
出
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
盈
七

－
三
一
一
一
番
内
線
二
一
四
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

〔
入
所
対
象
者
の
範
囲
〕

一
、
十
八
歳
以
上
四
十
歳
ま
で
の
在

　
宅
肢
体
不
自
由
者
で
、
身
障
者
手

　
帳
を
所
持
す
る
人
。

二
、
障
害
の
程
度
は
、
一
～
二
級
の

人
で
、
常
時
介
護
（
ね
た
き
り
の

状
態
で
も
良
い
）
を
要
す
る
状
態

　
に
あ
る
人
。

三
、
、
保
護
者
や
家
族
が
、
施
設
運
営

　
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
す
る
な
ど
の
協
力
が
で
き
る
こ
と
。

郵
便
貯
金
…

”
親
子
の
つ
ど
い
”
開
催

　
「
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社

会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
月
間
」
の
行

　
当
市
で
は
、
国
民
年
金

未
加
入
者
に
加
入
促
進
を

勧
め
て
い
ま
す
が
、
心
あ

た
り
の
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
で

厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

　
　
　
　
　
ヤ

年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な

い
人
が
す
べ
て
加
入
す
る

国
営
の
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て

最
低
一
年
以
上
保
険
料
を

完
納
し
て
い
れ
ば
、
障
害
、

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な

ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
二
十
五
年
以
上
加

入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
か
ら
は
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
加
入
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年

金
を
や
め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民

年
金
に
入
る
は
ず
の
人
で
未
加
入
の

人
は
、
す
ぐ
に
市
民
生
活
課
年
金
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
々
ひ
ろ
が
る

　
国
民
年
金
の
福
祉
施
設

　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し

じ
」
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
湯

之
谷
村
温
泉
郷
の
葎
沢
（
む
ぐ
ら
さ

わ
）
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ
階
建
の
施
設
で
す
．
利
用
料

金
は
、
一
泊
二
食
付
で
四
千
五
百
円

（
お
一
人
）
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
家
族
や
、

グ
ル
ー
プ
の
旅
行
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
直
接
（
盈
〇

二
五
七
九
ー
二
－
六
一
一
一
番
）
へ
。

事
と
し
て
、
郵
便
貯
金
が
国
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
す
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
信
越
郵

政
局
、
県
内
各
郵
便
局
主
催
に
よ
る

“
郵
便
貯
金
親
子
の
つ
ど
い
”
を
次

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
十
二
日
㈲

会
場
　
新
潟
郵
便
貯
金
会
館
（
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
）

内
容
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
天
文
資

料
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
見
学

参
加
資
格
　
小
．
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
二
名
一
組
と
す
る
。

参
加
料
　
無
料
で
す
。

申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
氏
名

（
二
名
一
組
）
、
性
別
、
学
校
、
学

年
、
続
柄
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
最
寄
り
の
郵
便
局
に
。

魚
沼
高
齢
者
無
料

　
職
業
紹
介
所
が
移
転

　
魚
沼
地
域
の
高
齢
者
（
六
十
五
歳

以
上
）
の
生
き
が
い
と
福
祉
増
進
の

た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
魚
沼
高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
の
事
務
所

が
、
七
月
十
七
日
か
ら
移
転
し
ま
し

た
。〔

移
転
先
〕

　
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
小
出
島
五

九
九
番
地
、
旧
小
出
役
場
庁
舎
内

　
（
盈
〇
二
五
七
九
－
二
ー
三
七
七
八

番
）

国
民
年
金

　
保
養
セ
ン
タ
ー
と
は

国
民
年
金
の
加
入
者
、
受
給
者

お
よ
び
そ
の
家
旅
の
健
康
増
進

休
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
が
設
置
し
た
休
養
施
設
で
す

が
、
国
民
年
金
に
関
係
な
く
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　〈受付時間〉

　昭和55年8月18日（月）～9月5日樹まで

　〈試験日〉昭和55年10月5日（日）

　〈合格発表〉　昭和55年10月下旬

　〈試験方法〉　試験は筆記試験とする。

（1）一般教養試験

　　・・行政書士として備えていなければな

　　らない一般教養

（2》専門試験

　　一憲法、民法、行政書士関係法令・戸

　　籍法、住民基本台帳法、行政法く含地

　　方自治法）、法学一般

（3）作文

　詳細につきましては、市役所総務課行政

　係（87－3111番内線234）にお問い合わ

　せください。
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市民ハイキングを

　　勧鰍実施

妻

　
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
健
康
の

増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

恒
例
の
“
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
”
を
次

の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
友
人
、
職
場
の
仲
間
と

誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
期
日
　
九
月
十
四
日
㈲
雨
天
中
止

’80

★
行
先
　
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場

（
体
育
館
ー
バ
ス
ー
中
条
わ
ら
び
平

　
－
徒
歩
ー
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
－

　
徒
歩
－
赤
倉
i
バ
ス
ー
体
育
館
）

★
集
合
　
午
前
八
時
半
に
体
育
館
前

★
募
集
人
数
　
五
十
名
（
先
着
）

★
申
込
み
九
月
十
日
困
ま
で
に
、
体

　
育
館
へ
（
B
七
ー
五
二
〇
八
番
）

　
十
目
町
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

次
の
要
項
で
、
織
布
科
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

★
定
員
　
十
名
（
応
募
多
数
の
場
合

　
は
選
考
し
ま
す
）

参
加
団
体
募

～
市
民
芸
能
祭

　
年
々
市
内
の
文
化
的
気
運
も
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
芸
能
団
体
、
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
広
く
市
民
に
発
表
す

る
場
と
し
て
、
市
民
芸
能
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　
次
の
要
項
に
よ
り
、
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
対
象
…
…
市
内
の
音
楽
、
演
劇
、

民
踊
（
謡
）
な
ど
　
市
民
会
館
ホ
ー

ル
で
発
表
可
能
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団

体
。　

申
込
先
　
十
日
町
市
公
民
館
事
業

係
（
8
七
－
五
〇
二
番
）

★
内
容
　
織
物
製
造
業
の
基
礎
知
識

　
…
百
時
間
、
手
織
の
基
本
実
習
…

　
五
百
時
間
、
作
品
製
作
…
二
百
五

　
十
時
間

★
期
間
　
十
月
一
日
～
三
月
十
三
日

★
経
費
　
三
千
円
（
教
科
書
代
等
）

★
申
込
み
　
入
校
申
込
書
は
、
安
定
所

　
又
は
職
業
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
の

　
で
九
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
く
だ

　
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
　
職
業
安
定
所
（
盈

　
七
ー
二
四
〇
七
番
）
又
は
職
業
訓

　
練
校
（
奮
七
－
二
〇
五
番
）
へ
。

　
こ
だ
ま
号
九
月
の
巡
回
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
　
〔
巡
回
日
〕
　
一

六
箇
－
…
…
…
…
一
・
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
…
二
・
十
六
日

下
条
、
田
川
町
…
三
・
十
七
日

水
沢
…
…
…
－
…
五
・
十
九
日

十
日
町
…
…
…
八
・
二
十
二
日

川
治
…
…
…
…
九
・
二
十
五
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
　
　
　
　
…
十
・
二
十
四
日

吉
田
…
…
…
十
二
・
二
十
六
日

刃
泉
町
．
春
目
町
、
美
雪
町

一
：
…
…
…
…
・
…
二
・
十
六
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日

夜く
町
新
田
…
…
九
・
二
十
五
日

『十日町の

人に

★
台
湾
の
台
北
生
ま
れ
、

っ
た
人
が
、
八
月
か
ら
十
日
町
の
人

に
な
り
ま
し
た
。
市
内
本
町
六
丁
目

　
　
あ
ず
ま
さ
だ
え

に
住
む
東
　
貞
恵
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ぎ

　
八
年
前
に
夫
の
祐
義
さ
ん
（
歯
科

医
師
）
と
と
も
に
、
日
本
を
知
り
た

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
大
学

で
勉
強
し
た
か
っ
た
こ
と
か
ら
日
本

に
来
て
、
新
潟
に
二
年
、
松
代
町
に

六
年
、
そ
し
て
十
日
町
に
来
ま
し
た
α

★
貞
恵
さ
ん
は
、
台
湾
で
は
中
学
校

の
教
師
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
日
本
語
も
上
手
に
話
さ
れ
、
明

る
く
楽
し
い
積
極
的
な
マ
マ
さ
ん
と

い
っ
た
印
象
で
し
た
。

　
今
、
望
む
こ
と
は
…
…
と
い
う
質

畠層本町6丁目なりました』

に　東貞恵さん
育＿台湾から＿　　 〔4〕

問
に
、
　
「
こ
こ
に
来
て
問
も
な
い
の

で
…
…
」
と
い
い
な
が
ら
「
今
は
、

　
　
　
　
し
え

子
ど
も
（
梓
恵
チ
ャ
ン
ニ
歳
）
が
一

日
も
早
く
大
き
く
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
」

★
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
若

い
人
た
ち
（
特
に
女
性
）
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
、
そ
し
て
物
価
が
高
い

と
い
う
二
点
を
感
じ
た
そ
う
で
す
が

「
台
湾
の
女
性
は
二
十
三
～
四
歳
で

ほ
と
ん
ど
結
婚
す
る
け
れ
ど
も
、
日

本
の
女
性
は
全
般
的
に
遅
い
ん
で
す

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

★
極
端
に
暑
い
と
こ
ろ
か
ら
、
極
端

に
寒
い
と
こ
ろ
に
来
た
貞
恵
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
　
一
日
も
早
く
十
日
町

の
人
に
な
れ
る
よ
う
声
援
し
た
い
も

の
で
す
。
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ー
身
障
者
療
護
施
設
ー

「
み
の
わ
の
里
」
入
所
者
募
集

　
昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
善
意
の

募
金
を
お
願
い
し
た
身
障
者
療
護
施

設
「
み
の
わ
の
里
」
が
、
来
年
度
に

越
路
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
入
所
対
象
者
の
範
囲
は
次
の
通
り

で
す
。
入
所
希
望
す
る
方
、
又
ば
そ
の

保
護
者
は
、
九
月
二
十
日
出
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
盈
七

－
三
一
一
一
番
内
線
二
一
四
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

〔
入
所
対
象
者
の
範
囲
〕

一
、
十
八
歳
以
上
四
十
歳
ま
で
の
在

　
宅
肢
体
不
自
由
者
で
、
身
障
者
手

　
帳
を
所
持
す
る
人
。

二
、
障
害
の
程
度
は
、
一
～
二
級
の

人
で
、
常
時
介
護
（
ね
た
き
り
の

状
態
で
も
良
い
）
を
要
す
る
状
態

　
に
あ
る
人
。

三
、
、
保
護
者
や
家
族
が
、
施
設
運
営

　
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
す
る
な
ど
の
協
力
が
で
き
る
こ
と
。

郵
便
貯
金
…

”
親
子
の
つ
ど
い
”
開
催

　
「
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社

会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
月
間
」
の
行

　
当
市
で
は
、
国
民
年
金

未
加
入
者
に
加
入
促
進
を

勧
め
て
い
ま
す
が
、
心
あ

た
り
の
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
で

厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的

　
　
　
　
　
ヤ

年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な

い
人
が
す
べ
て
加
入
す
る

国
営
の
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て

最
低
一
年
以
上
保
険
料
を

完
納
し
て
い
れ
ば
、
障
害
、

母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な

ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
二
十
五
年
以
上
加

入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
か
ら
は
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
加
入
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年

金
を
や
め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民

年
金
に
入
る
は
ず
の
人
で
未
加
入
の

人
は
、
す
ぐ
に
市
民
生
活
課
年
金
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
々
ひ
ろ
が
る

　
国
民
年
金
の
福
祉
施
設

　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し

じ
」
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
湯

之
谷
村
温
泉
郷
の
葎
沢
（
む
ぐ
ら
さ

わ
）
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ
階
建
の
施
設
で
す
．
利
用
料

金
は
、
一
泊
二
食
付
で
四
千
五
百
円

（
お
一
人
）
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
家
族
や
、

グ
ル
ー
プ
の
旅
行
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
直
接
（
盈
〇

二
五
七
九
ー
二
－
六
一
一
一
番
）
へ
。

事
と
し
て
、
郵
便
貯
金
が
国
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
す
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
信
越
郵

政
局
、
県
内
各
郵
便
局
主
催
に
よ
る

“
郵
便
貯
金
親
子
の
つ
ど
い
”
を
次

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
十
二
日
㈲

会
場
　
新
潟
郵
便
貯
金
会
館
（
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
）

内
容
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
天
文
資

料
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
見
学

参
加
資
格
　
小
．
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
二
名
一
組
と
す
る
。

参
加
料
　
無
料
で
す
。

申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
氏
名

（
二
名
一
組
）
、
性
別
、
学
校
、
学

年
、
続
柄
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
最
寄
り
の
郵
便
局
に
。

魚
沼
高
齢
者
無
料

　
職
業
紹
介
所
が
移
転

　
魚
沼
地
域
の
高
齢
者
（
六
十
五
歳

以
上
）
の
生
き
が
い
と
福
祉
増
進
の

た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
魚
沼
高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
の
事
務
所

が
、
七
月
十
七
日
か
ら
移
転
し
ま
し

た
。〔

移
転
先
〕

　
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
小
出
島
五

九
九
番
地
、
旧
小
出
役
場
庁
舎
内

　
（
盈
〇
二
五
七
九
－
二
ー
三
七
七
八

番
）

国
民
年
金

　
保
養
セ
ン
タ
ー
と
は

国
民
年
金
の
加
入
者
、
受
給
者

お
よ
び
そ
の
家
旅
の
健
康
増
進

休
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

国
が
設
置
し
た
休
養
施
設
で
す

が
、
国
民
年
金
に
関
係
な
く
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　〈受付時間〉

　昭和55年8月18日（月）～9月5日樹まで

　〈試験日〉昭和55年10月5日（日）

　〈合格発表〉　昭和55年10月下旬

　〈試験方法〉　試験は筆記試験とする。

（1）一般教養試験

　　・・行政書士として備えていなければな

　　らない一般教養

（2》専門試験

　　一憲法、民法、行政書士関係法令・戸

　　籍法、住民基本台帳法、行政法く含地

　　方自治法）、法学一般

（3）作文

　詳細につきましては、市役所総務課行政

　係（87－3111番内線234）にお問い合わ

　せください。

5）”1”””III”1””1”llll”1と’おガ夢豊6」田ら世」臨1””””1””1”II”1”1””1”III””1”1（第3種郵便物認可）昭和55年8月25目

市民ハイキングを

　　勧鰍実施

妻

　
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
健
康
の

増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

恒
例
の
“
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
”
を
次

の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
友
人
、
職
場
の
仲
間
と

誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
期
日
　
九
月
十
四
日
㈲
雨
天
中
止

’80

★
行
先
　
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場

（
体
育
館
ー
バ
ス
ー
中
条
わ
ら
び
平

　
－
徒
歩
ー
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
－

　
徒
歩
－
赤
倉
i
バ
ス
ー
体
育
館
）

★
集
合
　
午
前
八
時
半
に
体
育
館
前

★
募
集
人
数
　
五
十
名
（
先
着
）

★
申
込
み
九
月
十
日
困
ま
で
に
、
体

　
育
館
へ
（
B
七
ー
五
二
〇
八
番
）

　
十
目
町
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

次
の
要
項
で
、
織
布
科
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

★
定
員
　
十
名
（
応
募
多
数
の
場
合

　
は
選
考
し
ま
す
）

参
加
団
体
募

～
市
民
芸
能
祭

　
年
々
市
内
の
文
化
的
気
運
も
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
芸
能
団
体
、
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
広
く
市
民
に
発
表
す

る
場
と
し
て
、
市
民
芸
能
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　
次
の
要
項
に
よ
り
、
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
対
象
…
…
市
内
の
音
楽
、
演
劇
、

民
踊
（
謡
）
な
ど
　
市
民
会
館
ホ
ー

ル
で
発
表
可
能
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団

体
。　

申
込
先
　
十
日
町
市
公
民
館
事
業

係
（
8
七
－
五
〇
二
番
）

★
内
容
　
織
物
製
造
業
の
基
礎
知
識

　
…
百
時
間
、
手
織
の
基
本
実
習
…

　
五
百
時
間
、
作
品
製
作
…
二
百
五

　
十
時
間

★
期
間
　
十
月
一
日
～
三
月
十
三
日

★
経
費
　
三
千
円
（
教
科
書
代
等
）

★
申
込
み
　
入
校
申
込
書
は
、
安
定
所

　
又
は
職
業
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
の

　
で
九
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
く
だ

　
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
　
職
業
安
定
所
（
盈

　
七
ー
二
四
〇
七
番
）
又
は
職
業
訓

　
練
校
（
奮
七
－
二
〇
五
番
）
へ
。

　
こ
だ
ま
号
九
月
の
巡
回
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
　
〔
巡
回
日
〕
　
一

六
箇
－
…
…
…
…
一
・
十
八
日

上
川
町
、
飛
渡
…
二
・
十
六
日

下
条
、
田
川
町
…
三
・
十
七
日

水
沢
…
…
…
－
…
五
・
十
九
日

十
日
町
…
…
…
八
・
二
十
二
日

川
治
…
…
…
…
九
・
二
十
五
日

中
条
、
本
町
六
、
高
田
町
三
南

　
　
　
　
　
…
十
・
二
十
四
日

吉
田
…
…
…
十
二
・
二
十
六
日

刃
泉
町
．
春
目
町
、
美
雪
町

一
：
…
…
…
…
・
…
二
・
十
六
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日

夜く
町
新
田
…
…
九
・
二
十
五
日

『十日町の

人に

★
台
湾
の
台
北
生
ま
れ
、

っ
た
人
が
、
八
月
か
ら
十
日
町
の
人

に
な
り
ま
し
た
。
市
内
本
町
六
丁
目

　
　
あ
ず
ま
さ
だ
え

に
住
む
東
　
貞
恵
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
ぎ

　
八
年
前
に
夫
の
祐
義
さ
ん
（
歯
科

医
師
）
と
と
も
に
、
日
本
を
知
り
た

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
大
学

で
勉
強
し
た
か
っ
た
こ
と
か
ら
日
本

に
来
て
、
新
潟
に
二
年
、
松
代
町
に

六
年
、
そ
し
て
十
日
町
に
来
ま
し
た
α

★
貞
恵
さ
ん
は
、
台
湾
で
は
中
学
校

の
教
師
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
日
本
語
も
上
手
に
話
さ
れ
、
明

る
く
楽
し
い
積
極
的
な
マ
マ
さ
ん
と

い
っ
た
印
象
で
し
た
。

　
今
、
望
む
こ
と
は
…
…
と
い
う
質

畠層本町6丁目なりました』

に　東貞恵さん
育＿台湾から＿　　 〔4〕

問
に
、
　
「
こ
こ
に
来
て
問
も
な
い
の

で
…
…
」
と
い
い
な
が
ら
「
今
は
、

　
　
　
　
し
え

子
ど
も
（
梓
恵
チ
ャ
ン
ニ
歳
）
が
一

日
も
早
く
大
き
く
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
」

★
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
若

い
人
た
ち
（
特
に
女
性
）
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
、
そ
し
て
物
価
が
高
い

と
い
う
二
点
を
感
じ
た
そ
う
で
す
が

「
台
湾
の
女
性
は
二
十
三
～
四
歳
で

ほ
と
ん
ど
結
婚
す
る
け
れ
ど
も
、
日

本
の
女
性
は
全
般
的
に
遅
い
ん
で
す

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

★
極
端
に
暑
い
と
こ
ろ
か
ら
、
極
端

に
寒
い
と
こ
ろ
に
来
た
貞
恵
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
　
一
日
も
早
く
十
日
町

の
人
に
な
れ
る
よ
う
声
援
し
た
い
も

の
で
す
。
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児
童
手
当
額

　
　
改
定
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
の
月
額
は
、
毎
年
六
月

に
前
年
の
所
得
の
市
民
税
に
か
か
わ

る
所
得
割
の
有
無
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
が
、
今
年
六
月
～
来
年
五
月
分

ま
で
の
手
当
月
額
は
、
算
定
基
礎
児

童
数
一
人
当
た
り
所
得
割
の
有
る
人

で
五
千
円
、
無
い
人
で
六
千
五
百
円

と
な
り
ま
す
。

（
こ
の
変
更
決
定
に
不
服
の
あ
る
か

た
は
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

　
な
お
、
支
給
日
は
、
十
月
、
二
月

六
月
の
十
日
ご
ろ
に
指
定
さ
れ
た
口

座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課
年

金
係
（
窓
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
八
V
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
心
身
障
害
児

　
　
療
育
教
室
を
開
催

　
中
越
児
童
相
談
所
で
は
、
家
庭
で

心
身
障
害
児
を
指
導
し
て
い
る
保
護

者
に
適
切
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
目
程
に
よ
り

「
在
宅
心
身
障
害
児
ー
保
護
者
指
導

講
座
・
療
育
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

★
日
時
　
十
月
三
目
囲
　
午
前
十
時

　
　
半
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
。

★
会
場
　
市
民
会
館
（
学
校
町
二
）

★
内
容
　
療
育
教
室
（
実
地
指
導
）

ー
親
子
関
係
と
遊
び
ー
桜
井
敬

一
郎
先
生
（
ま
ご
こ
ろ
養
護
学
校
教

頭
）
ほ
か
に
講
義
、
座
談
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

★
申
込
み
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
四
）
に
九
月
五
日
樹
ま
で
に
。

と菩9茸2畝）

　　　午前10時～午後3時

ところ　商工福祉会館

と　き　9月3日（水）

　　　午前10時～午後3時

ところ　根茂織物㈱

　　乳歯の下には永久歯

　歯がはえ始めたら清潔に注意するこ

とが大切です。

　乳歯の下には出番を待っている永久

歯があることを忘れないでください．

　〈6ヵ月前後〉　　　　　　　　　　　　　，＿＿

ヂ

δ
ノ
Z

，
玄

歯のはえ始めには個人差があります　永久歯

・
　
9
月
の
休
日
救
急
医

，
7
目
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
　
唇
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
γ

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
の
2
1
1
1
番

一
1
4
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
3
）

　
　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

…
1
5
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

一
（
敬
老
の
貝
）
　
8
2
の
3
2
7
6
番

一
2
1
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

一
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番

一
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
　
唇
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

一
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

一
（
秋
分
の
日
）
　
盈
2
の
2
1
7
4
番

…
2
8
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

皿
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　闇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　嘩　　　・　　　　　　　　　　　　　　　響　　　o　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　冒　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　甲　　　一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　，　　　　　　　　　o　　　，　　　　　　　　冒　　　　　　　一　　　　ロ　　　　　　　ー　　　　　　冒　　　－　　　　　　一　　　　一　　　　　噂　　　，　　　　一　　　　7　　　一　　　　一　　一　　　　璽　　一　　　甲　甲
　，　　　辱

ゆ
ず
り
ま
す

◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分

　　虫歯のないよい子
　7月の3歳児検診は、66人が受
検し、虫歯のないよい子は次の皆

さんでした。

・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

住　所 氏　　名 保護者

美雪町3 高橋武也 成　明

城之古 野村徳七 政　一

北新田3 阿部和行 一　夫

中条中町 波形和宏 利　幸

五軒新田 富沢理絵 茂

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
テ
レ
ォ
ク
ロ
ッ
ケ

（
ソ
ニ
ー
）

中
　
　
古

相
談
で

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
用
四
本
）

中
　
　
古

一
万
円

8
ト
ラ
用
デ
ッ
キ

（
ソ
ニ
ー
）

〃

〃

木
製
食
器
棚

〃

相
談
で

二
人
用
食
卓

〃

一
万
三
千
円

木
製
ガ
ラ
ス
戸

〃

無
　
料

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
付
V

〃

五
万
五
千
円

8
ト
ラ
デ
ッ
キ

（
テ
ー
プ
ー
0
本
付
）

〃

一
万
～

一
万
五
千
円

全
自
動
洗
濯
機

（
日
立
）

〃

相
談
で

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

（
二
人
の
り
白
V

〃

相
談
で

ホ
ン
ダ
チ
ェ
リ
ー

（
50
㏄
V

〃

〃

ホ
ン
ダ
カ
ブ

（
50
㏄
）

〃

一
万
五
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ダ
　
ッ
ト
サ
ン

（
1
5
0
0
㏄
4
9
年
型
）

〃

相
談
で

子
供
用
自
転
車

（
4
～
5
歳
女
子
）

中
　
古

相
談
で

育
児
相
談

3
歳
児
検
診
9
宋
月
＿
3
日

児1

歳
検6
力
診月
9
釜
月
＿
1 2

日

児び育
に児

検4学
力級

診月並

　9
呆月
＿24
　日

事
業
名
期
日

9
　
1
8
日

　　9錨舖錨
　　日

9
日

　9
蓼蓼

　日

9
館
日

～　　午

　後4　　　1
時　　時

　半

～午
後
2
　
1
時
時

～覆

輪

～午
　後
1　1
時時
半

受
付
時
間
会
場
名

中
条
公
民
館

下
条
公
民
館

穫
群
坂セ）
ン

十
日
町
公
民
館

水
沢
出
張
所

青勤
少労
年
ホ
1
ム

青勤
少労
年
ホ
1
ム

十
日
町
公
民
館

人月生
　ま後
　で12
　の　カ

れ～54
の11年

人月9
生月

人月生
ま後

で12

のカ

生52
れ年
の3
人月

生54
れ年
の3
人月

生55
れ年
の　5
人月

対
象
者

中
条
地
区

下
条
地
区

吉
田
地
区

地田箇川十
区・・治日
新大・町
座井六・

水
沢
地
区

全　　　　域

参
集
区
域

1歳6ヵ月児検診のみ検診通知書を送ります。

　　　　　　　（アンケート用紙）
個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい。

備
考

○
・
・

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

r〔、

』ン

　
　
粘醐

　
　
赫
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昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に

よ
っ
て
標
準
小
作
料
制
度
が
設
け
ら

れ
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
後

に
結
ば
れ
る
農
地
の
賃
貸
借
契
約
等

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
の
定
め

る
標
準
小
作
料
を
目
安
と
し
て
、
貸

主
と
借
主
の
双
方
で
賃
貸
料
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
正
農
地
法
が

施
行
さ
れ
る
前
（
昭
和
四
十
五
年
九

月
三
十
日
以
前
）
に
結
ば
れ
た
賃
貸

借
契
約
等
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
と

し
て
向
こ
う
十
年
間
統
制
小
作
料
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
最
高
統
制
額
が
、
今
年
九

月
三
十
日
で
期
限
が
切
れ
、
撤
廃
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
今
年
十
月
一
日
以
降

は
貸
主
と
借
主
の
話
し
合
い
で
小
作

料
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
統
制
小
作
料
の
撤
廃
は

小
作
料
（
金
額
）
に
つ
い
て
の
規
制

が
な
く
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
賃
貸

借
契
約
等
（
小
作
契
約
）
に
よ
る
権

利
は
消
滅
す
る
も
の
で
な
く
、
今
後

も
そ
の
効
力
は
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
小
作

地
の
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
や
解
約

等
は
従
来
と
同
様
に
県
知
事
の
許
可

を
要
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
統
制
撤
廃
後
の
小
作
料
は
「
ど
の

位
が
適
当
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決

　
　
　
の

め
た
ら
よ
い
か
、
ど
う
い
う
手
続
き

が
必
要
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

小
作
料
の
額
に
つ
い
て
は
農
業
委
員

会
で
決
め
て
い
る
標
準
小
作
料
を
一

つ
の
目
安
と
し
て
、
当
事
者
間
の
協

議
に
よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
標
準
小
作
料
は
三
年
ご
と

に
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
昭
和
五
十
五
年
度
中
に
は
現
行

標
準
小
作
料
（
五
十
二
年
度
か
ら
適

斯
寄
屡
藷
書
〃
霧
轟
蕎
用
”
を
・
T
マ
に

　
十
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
目
」

は
、
　
“
雪
の
克
服
と
利
用
”
と
い
う

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

〈於市役所
く午後3時～71

　
〔
雪
の
克
服
〕

●
交
通
体
制
確
保
の
課
題
！
除
雪

消
雪
、
防
雪
、
流
雪
な
ど
。

●
医
療
問
題
、
防
災
、
出
稼
ぎ
な
ど

生
活
確
保
の
た
め
の
課
題
。

●
地
域
開
発
な
ど
。

　
〔
雪
の
利
用
〕

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

●
雪
と
ス
ポ
ー
ツ

●
雪
と
観
光
開
発

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
、
雪
国
の
特

有
の
問
題
や
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
、

討
議
す
る
場
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
、
テ
1
マ
以
外
の

参
加
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
参
加

希
望
者
（
団
体
）
は
、
総
務
部
総
務

課
企
画
広
報
係
（
盈
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
三
六
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

用
）
が
改
訂
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
さ
き
の
第
九
十
一
国
会
で

農
地
法
の
一
部
が
改
正
（
十
月
一
日

施
行
）
さ
れ
、
小
作
料
に
つ
い
て

「
耕
作
者
の
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生

じ
な
い
範
囲
内
」
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は

一
部
物
納
等
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
国
の
方
針
等
が

具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
市

報
等
を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
、

ま
す
。

　
‘
事
‘
‘
；
毒
番
峯
●

「
親
切
・
清
潔
・
能
率
行
政

を
め
ざ
し
て
」

％
～
％
行
政
相
談
週
間

　
行
政
に
対
す
る
苦
情
・
要
望
創
意

見
を
お
持
ち
の
か
た
は
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
合
同
相
談

　
十
月
十
五
日
困
午
前
十
時
～
午
後

四
時
　
市
役
所
大
会
議
室
（
三
階
）

相
談
員
ー
行
政
相
談
員
、
市
行
政

相
談
員
、
市
役
所
各
課
担
当
者
。

★
定
例
相
談
…
…
毎
月
第
一
一
一
木
曜
日

　
市
役
所
市
民
相
談
室
に
て
。


